












第１坑口から少し離れた場所に通信所跡があります。銃弾の跡や、アンテナ線を出す
ための穴があいています。

4.3 ハンタン山の通信所跡

　第３２軍司令部壕に関連する通

信施設で、電信第36連隊という通

信部隊が使っていました。厚さ１ｍ

のコンクリートで造られていて、外壁

には当時の弾痕が残っているほか、

一部分は砲爆撃で崩れ落ちていま

す。トーチカと呼ばれることもあり

ましたが、明確な銃眼が見えず、見通

しが良くない場所に立地することか

ら、通信所としての使用が主だった

と考えられます。
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「伝令に走っていく場所は、通信指揮所と呼ばれているところだった。守礼の門の近くの園比屋武御嶽の後方に、鉄筋コンク
リートで造られてあった。奥には無線機が何台もあって、兵隊たちが一日24時間忙しそうに立ち働いていた。伝令は入り口に
ある長椅子に腰掛け、呼び出しがかかるのをじっと待つのである。普段は電文は電話で通達するので、通信指揮所に走る必
要はないのだが、爆撃や砲撃で電話線が切断され不通になった場合は、通信指揮所に走って電文を受領し、それを分隊壕に
持ち帰るのである。」
（出典：兼城一（2000年）『沖縄一中・鉄血勤皇隊の記録：証言・沖縄戦（上）』p196）

宮平盛彦さん（第6中隊）の証言

＼このポイントに関する証言／

「僕が配属になった第5中隊（電信第36連隊）では、入隊当初は『一中生が中隊にやって来た』というわけで、大いに歓迎さ
れた。白沢分隊は首里城の南側城壁の下に通信所をかまえていた。通信機はジングンジューウスメーの墓付近の岩間を利用
した壕に設置され、伊江島守備隊との通信に当たっていた。分隊の人員は白沢軍曹のもとに兵長、上等兵が各1名、それに兵
2～3名と学徒兵5名をくわえ10名ほどだった。」
（出典：兼城一（2000年）『沖縄一中・鉄血勤皇隊の記録：証言・沖縄戦（上）』p192）

大城秀一の証言

＼このポイントに関する証言／

34



4.第32軍司令部壕内部と関連施設
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▲第1坑口、掩蔽壕、通信所跡周辺の平面図

▲通信所１の内部（南東から） ▲通信所２の内部（南西から）　

下の写真はこの位置から
見た内部の様子
下の写真はこの位置から
見た内部の様子
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